
 

注）本様式は、全ての変更契約の起案書に添付すること。なお、契約金額が 250 万円を超える工

事で契約金額の変更を伴うものについては、法に基づき公表するので、このファイルを契約検

査課に提出すること。 

様式５ 

 

工事請負契約の変更理由等 
（契約金額の変更を伴うもの） 

（発注担当課：農政課） 

 

１ 工 事 名 ： 平成30年度 排水路修繕工事 

 

２ 工事場所 ： 上尾市中分三丁目地内 

 

３ 工  種 ： 土木一式 

（建設業法上の28分類） 

 

４ 変更契約内容 

 変 更 前 変 更 後 

工 期 
平成３０年 ９月１４日から 

平成３１年 ２月２８日まで 
－ 

契約金額 

（税込） 
９,７９５,６００円 １０,２２７,６００円 

工事概要 

工事延長 ６２ｍ 

土工 １式 

新設Ｂ型柵渠 Ｈ９００×Ｂ９００ 

５４．５ｍ 

ボックスカルバート 

９００×９００ 

７．５ｍ 

下層路盤工 ２２５㎡ 

上層路盤工 ２２５㎡ 

表層工 ２２５㎡ 

敷鉄板設置・撤去 

（２２×１５２４×６０９６） 

１９枚 

耕地復旧工 ２１８㎡ 

工事延長 ６３．５ｍ 

土工 １式 

新設Ｂ型柵渠 Ｈ９００×Ｂ９００ 

５６ｍ 

ボックスカルバート 

９００×９００ 

７．５ｍ 

下層路盤工 ２２５㎡ 

上層路盤工 ２２５㎡ 

表層工 ２２５㎡ 

敷鉄板設置・撤去 

（２２×１５２４×６０９６） 

１９枚 

耕地復旧工 ２２４㎡ 

 

５ 変更理由 

 

① Ｂ型柵渠を敷設するにあたり工事施工前に土質試験を実施した結果、当初設

計の地盤改良材添加量では地盤の強度が不足するため、土質試験結果に基

づき添加量を増加する。 

② 当初施工箇所の隣接する既設Ｂ型柵渠の破損が進捗しており、早期に修繕を

要するため施工量を増加する。 

③ 当初ポンプ排水を作業時排水で計上していたが、施工箇所への水の流入量

が多く翌日の施工に支障をきたすため、夜間もポンプを稼働する常時排水

で対応する。 


